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経営はどうなる？
事業収支シミュレーション
新病院開院後の経営の見通しはどうなるのか。
どのように健全な経営をめざしていくのか。今月は
事業収支シミュレーションを交えた経営計画の考え
方を取り上げます。

建
設
に
必
要
な
概
算
事
業
費

　
基
本
計
画
策
定
時
点
（
令
和
３
年
12

月
）
で
は
、
診
察
室
や
病
室
、
必
要
な

諸
室
な
ど
の
詳
細
が
決
ま
っ
て
い
な
い

た
め
、
他
の
公
立
病
院
の
建
設
事
例
や

国
の
統
計
資
料
な
ど
を
参
考
に
新
病
院

建
設
に
必
要
な
概
算
事
業
費
が
算
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
内
訳
で
は
、
表
１
の
と
お
り
建
設
工

事
費
を
約
94
億
円
、
測
量
や
設
計
に
か

か
る
費
用
を
約
6
億
円
、
医
療
機
器
な

ど
の
購
入
費
用
を
約
23
億
円
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
委
託
（
開
院
支
援
業
務
委

託
等
）
費
用
を
約
１
億
円
、
合
計
で
約

１
２
４
億
円
を
見
込
む
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
建
設
工
事
費
な
ど
は
物

価
の
上
昇
や
労
務
単
価
の
変
動
、
為
替

の
変
動
な
ど
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
市
は
基
本
設
計
業
務
に
着
手

し
て
い
ま
す
が
、
コ
ス
ト
の
ス
リ
ム
化

も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
適
切
な
整
備

水
準
と
な
る
よ
う
努
め
る
と
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
工
事
契
約
の
段
階
で
は
、

今
回
採
用
し
て
い
る
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
（
注

２
）
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、
工
事

費
の
縮
滅
や
工
期
の
短
縮
に
努
め
る
と

し
て
い
ま
す
。

表１　新病院整備に係る概算事業費の内訳

区分 事業費

建設工事費（土地造成費・建築工事費・外構工事費等） 約			94 億円

測量・設計費（測量費・設計監理費・土木工事監理費等） 約				６億円

医療機器等整備費 約			23 億円

その他費用（コンサルタント業務委託料等） 約				１億円

合計 約 124 億円

建
設
に
伴
う
市
民
の
負
担

　

公
立
病
院
の
運
営
費
用
の
一
部
は
、

国
が
定
め
た
ル
ー
ル
に
基
づ
き
市
が
病

院
事
業
に
対
し
て
負
担
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
病
院
の
建
設
費
用
は
原
則
、
地

方
債（
借
入
金
）で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
費
用
に
つ
い
て
も
次
貢
の
表
２
の

と
お
り
、病
院
、市
、国
が
負
担
す
る
ル
ー

ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
物
の
建
設
費
用（
借
入
金
）は
30
年

の
分
割
で
、
医
療
機
器
な
ど
の
購
入
費

用（
借
入
金
）は
５
年
の
分
割
で
支
払
い

ま
す
。
大
き
な
投
資
を
行
う
た
め
、
開

院
予
定
の
令
和
８
年
度
か
ら
の
５
年
間

は
、
こ
れ
ま
で
の
市
の
病
院
事
業
に
対

す
る
負
担
額
よ
り
も
各
年
度
に
お
い
て

３
５
０
０
万
円
程
度
増
加
す
る
見
込
み

で
す
が
、
開
院
６
年
目
か
ら
は
、
こ
れ

ま
で
と
変
わ
ら
な
い
負
担
水
準
で
推
移

す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
次
世
代

に
大
き
な
負
担
を
引
き
継
ぐ
よ
う
な
事

態
に
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
経
営
状
況
は
黒
字
経
営

　
病
院
運
営
の
収
支
結
果
を
表
す
経
常

損
益
（
注
１
）
で
は
、
平
成
10
年
度
以

降
赤
字
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

元
年
度
以
降
は
黒
字
転
換
し
て
い
ま
す
。

黒
字
転
換
し
た
主
な
要
因
は
、
収
益
面

で
は
、
救
急
患
者
の
積
極
的
な
受
入
れ

や
急
性
期
病
床
を
減
床
し
、
回
復
期
病

床
を
増
床
す
る
病
床
機
能
の
転
換
に
よ

る
患
者
確
保
対
策
の
実
施
。
費
用
面
で

は
、
院
内
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
診
療
材

料
の
安
価
な
も
の
へ
の
置
き
換
え
、ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
採
用
な
ど
経
費
節

減
対
策
の
実
施
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
と
し
て
、
４
階
病
棟
を
コ
ロ

ナ
専
用
病
棟
と
し
、
一
般
患
者
の
受
入

れ
制
限
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
入
院
患

者
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
外
来
患

者
の
積
極
的
な
受
入
れ
や
国
の
補
助
金

等
（
コ
ロ
ナ
関
連
等
）
に
よ
り
黒
字
経

営
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
注
１
）
経
常
損
益
と
は
、診
療
等
に
係
る

収
益
等（
医
業
収
益
）と
運
営
に
係
る

負
担
金
等（
医
業
外
収
益
）の
合
計
か

ら
医
薬
品
費
や
診
療
材
料
費
、給
与
費

等（
医
業
費
用
）と
支
払
利
息
等（
医
業

外
費
用
）の
合
計
を
引
い
た
も
の
。

（
注
２
）
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
と
は
、
実
施
設
計

段
階
か
ら
工
事
施
工
予
定
者
が
参
画

し
、
各
種
技
術
協
力
を
得
る
発
注
方

式
。
あ
ら
か
じ
め
施
工
上
の
課
題
等

を
解
決
し
、
様
々
な
提
案
や
工
事
の

手
法
を
設
計
段
階
か
ら
反
映
で
き
る

た
め
、
市
場
価
格
を
加
味
し
た
コ
ス

ト
管
理
と
工
期
の
短
縮
が
見
込
ま
れ

る
（
図
１
参
照
）。

建設コスト縮減

設計者

施工予定者
（施工者）

基本設計 実施設計

工事施工技術協力
（技術力やノウハウ提供）

※基本設計図をもとに
　より詳細な設計図を作成

※基本計画をもとに
設計図を作成

工期短縮

図１ ECI 方式の概念図
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純損益 資金収支 減価償却費

次回は、新病院開院に向けた抱負（診療部からのメッセージ）を紹介します。

財　　源 地方債（病院事業債　100％のケース）

負担割合 病院　50％ 市　25％ 交付税　25％

※交付税の算定にあたっては、建築単価が1平方メートルあたり40万円以下の部分に相当する額に係る
元利償還金について、交付税措置が講じられる。

※地方債の種類（病院事業債の場合、交付税25パーセント。合併特例債の場合、交付税70パーセント）、
補助金の活用により、病院や市の負担は変動する。

が
生
じ
て
い
る
期
間
は
、
繰
入
金
が
な

い
た
め
、
令
和
13
年
度
か
ら
令
和
15
年

度
に
か
け
て
純
損
益
が
赤
字
と
な
り
ま

す
。

　

資
金
収
支
（
注
４
）
は
、
新
病
院
開

院
後
も
集
患
対
策
や
経
費
削
減
対
策
な

ど
に
よ
り
、
安
定
的
な
病
院
経
営
が
維

持
で
き
る
見
通
し
の
た
め
、
毎
年
黒
字

と
な
っ
て
お
り
、
資
金
不
足
に
陥
る
恐

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

経
営
に
向
け
た
事
業
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
実
現
が
め
ざ
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
に
著

し
い
変
化
が
生
じ
た
場
合
は
、
病
床
機

能
の
転
換
な
ど
、
新
病
院
が
担
う
べ
き

役
割
と
機
能
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の

時
代
の
医
療
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
た

対
応
を
行
う
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
医

療
提
供
体
制
の
維
持
が
め
ざ
さ
れ
ま
す
。

　

人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

今
後
の
病
院
経
営
は

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

が
公
表
し
て
い
る
「
日
本
の
将
来
推
計

人
口
」
に
よ
る
と
、
市
の
人
口
は
今
後

減
少
を
続
け
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

受
療
率
（
注
５
）
の
高
い
65
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
は
、
18
年
後
の
令
和
22
年

度
ま
で
は
、
大
幅
な
変
動
は
な
く
、
そ

の
後
、
段
階
的
に
減
少
し
て
い
く
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
医
療
需
要
は
、
人
口
推
計
だ

け
で
な
く
市
内
お
よ
び
近
隣
医
療
機
関

の
開
設
状
況
や
移
動
手
段
な
ど
様
々
な

要
素
が
影
響
し
ま
す
。
病
院
経
営
は
、

患
者
が
減
少
す
る
と
事
業
収
支
が
厳
し

く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
基
幹
病
院
と

し
て
「
断
ら
な
い
救
急
」
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
を

は
じ
め
と
す
る
近
隣
の
開
業
医
や
県
立

は
り
ま
姫
路
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
等
と

の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
患
者
確
保

に
努
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

西
播
磨
北
部
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、

市
外
か
ら
の
集
患
に
も
努
め
、
患
者
の

確
保
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
、
収
益
確

保
が
図
ら
れ
、
引
き
続
き
、
経
費
節
減

対
策
な
ど
を
進
め
る
こ
と
で
、
健
全
な

事
業
収
支
計
画
の
見
方

　
基
本
計
画
に
お
け
る
新
病
院
開
院
後

の
事
業
収
支
計
画
は
、
現
時
点
で
の
新

病
院
整
備
に
係
る
概
算
事
業
費
、
資
金

調
達
計
画
、
償
還
計
画
お
よ
び
年
間
の

事
業
収
益
や
事
業
費
用
の
前
提
条
件
を

も
と
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
図
２
参

照
）
を
行
い
、「
新
病
院
建
設
事
業
に
病

院
事
業
の
経
営
が
十
分
に
耐
え
う
る
こ

と
」
の
方
向
性
の
基
準
と
し
て
示
す
も

の
で
す
。

　
新
病
院
整
備
に
伴
う
医
療
機
器
の
購

入
・
建
設
費
用
な
ど
の
投
資
に
係
る
減

価
償
却
費
は
大
き
く
、
減
価
償
却
費
の

計
上
が
始
ま
る
開
院
２
年
目
の
令
和
９

年
度
か
ら
開
院
８
年
目
の
令
和
15
年
度

ま
で
は
純
損
益
（
注
３
）
が
減
少
傾
向

と
な
り
ま
す
。
開
院
９
年
目
の
令
和
16

年
度
以
降
は
、
開
院
時
に
購
入
予
定
の

医
療
機
器
の
減
価
償
却
費
の
計
上
が
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
純
損
益
は
増
加
傾

向
と
な
り
ま
す
。
新
病
院
整
備
に
係
る

地
方
債
（
借
入
金
）
の
返
済
に
対
す
る

市
の
負
担
（
繰
入
金
）
は
、
病
院
事
業

収
益
に
計
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

医
療
機
器
等
の
減
価
償
却
期
間
に
比
べ
、

借
入
金
の
返
済
期
間
が
短
く
な
り
ま
す
。

会
計
上
の
ル
ー
ル
に
よ
り
、
そ
の
差
異

（
注
３
）
純
損
益
と
は
、経
常
損
益
（
注
１
）

に
、
そ
の
年
度
に
特
別
に
発
生
し
た

利
益
や
損
失
を
含
め
た
損
益
の
こ
と
。

（
注
４
）
資
金
収
支
と
は
、
収
益
・
費
用

と
し
て
計
上
し
て
い
る
現
金
の
収
支

を
伴
わ
な
い
減
価
償
却
費
等
を
除
い

た
自
己
資
金
の
状
況
。

（
注
５
）
受
療
率
と
は
、
調
査
日
に
お
い

て
人
口
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
が
入
院
し
、

何
パ
ー
セ
ン
ト
が
外
来
を
受
診
し
て

い
る
か
を
示
し
ま
す
。

表２　病院と市と国が負担するルール

図２　事業収支試算結果
純損益・資金収支・減価償却費の推移

市民の負担

※
事
業
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

詳
細
は
基
本
計
画
で
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